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は じめ に

器 械運 動 は器 械 ・器 具 を用 い、そ の特性 を利用

して身体 を操作 し、多様 な動き を楽 しむ ことによ り、

様 々な 動 きの感 覚 を体 験 す る運 動領 域 で あ る.動

き の 中 には 日常 生活 で は あま り経験 で き な い支持

や 回転 、逆 位 の姿 勢 が含 まれて お り、 学習 に当 た

り未経 験 者 には 動 き の習 得 に困難 がつ き ま と う.

そ の反 面 、未 知 の動 きや 感覚 を習得 す る ことが器

械運 動 の楽 し さの一つ で もあ る といえ る.

器 械運 動 の 学習 で は 、そ の特 性 に よ り、 目標 と

す る技 や運 動 の習 得 を 目指す こ とが授 業づ く りの

中核 とな る こ とは周 知 の とお りで あ る.そ の た め

には 神 家1>が い うよ うに 、 「技 に関 す る 知識 や 運

動学習 に関す る理論 にも とついた教師の適切 な指導 」

が必 要 で あ る といえ よ う.器 械 運動 の特性 を踏 ま

え た学習 指 導 の留意 点 として、 高橋 ら14)は 「で き

る 、で き な いが は っき りしてお り、す べて の 学習

者 が で き る よ うに特 別 の関 心 を 払 う必 要 が あ る 」

と述 べ 、技 能 の 向上 を保 証す る こと の重要 さを指

摘 して い る.松 本13)は 、 器械 運動 の授 業 づ く りで

配 慮す る三 つ の 事項 と して 、 「関連 した 下位 教 材

の指 導 」、 「や さ し い場づ く り」、 「段 階 的 な達 成課

題(ス モー ル ス テ ップ)の 作 成 」 の必 要性 を挙 げ

て い る.こ の 三つ の 留意 事項 は、そ れ ぞれ に関連

しなが ら成 立 し、多 くの指導 書 に お いて 、各 項 目

の主 旨 に則 った様 々な学 習方 法が例 示 されて い る.

特 に、 ス モー ル ステ ップの設 定 に 関 して は、 そ の

運 動課 題 の 中に は下位 教 材や 場 づ く りの要 素 が多

分 に含 まれ て い る場 合が 多 い.ス モー ル ステ ップ

の設 定 とい う点 か ら、 例 え ば、 北川7)は 、 跳 び箱

の頭 はね跳 び の教 材 づ く りにお い て、 技 の構 造体

系 を分 析す る とと もに 、そ の運 動課 題 の 困難 陸や
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指 導 手順 の 安全 性 を考 慮 した うえで 、技 術 ポイ ン

トの解 説 を伴 った 詳細 にステ ップ化 され た 学習 課

題 を設定 して い る.器 械運 動 の学 習 にお いて、 目

標 とす る技 や運 動 の習 得 のた め にス モー ル ステ ッ

プ の運動 課 題 を設定 す る ことは 、典 型 的な授 業 づ

くりの一 つで あ ると いえよ う.

本研 究 は 、器 械運 動 の授 業 づ く りにお ける典 型

例 の一 つで あ るス モー ル ステ ップ を取 り上 げ、 そ

の考 え方 を整理 す る と とも に、 マ ッ ト運 動 の前 転

お よび後 転 の技 能 習得 の た めの ステ ップ化 され た

運 動 課題 に注 目 し、前 転 で は明確 にされ るべ き運

動技 術 を指 摘 し、後 転 で は新 た な技 術 ポイ ン トと

そ れ を解 決 す るス モー ル ステ ップの 運動 課題 の検

討 を試 み る もので あ る.

2.ス モ ール ス テ ップ

教 育学 にお けるス モ ール ステ ップ とは、 鈴木13)

に よ る と、 「プ ロ グ ラム学 習 の基 本原 理 の一 つ で

あ り、学 習 目標 にいた る た めの細 分 化 ・系統 化 さ

れた 学習 過程 」 と して いる.ま た岩 田 ら13)は 、運

動技 能 の 学 習 にお いて 、 「習 得 の 対 象 とな る運 動

課 題 の段 階 的 ・順次 的 学習 を見通 して 、よ り細 か

な複 数 のス テ ッ プを用 意す る こ とを運動 課題 のス

モー ル ステ ップ化 」 と して いる.さ らに、 このス

モー ル ス テ ップ化 は、 「学 習 者 の 漸 次 的 な動 機 づ

けにも貢献す る」 と説明 している.高 橋 ら14)は、 「器

械 運 動 の 多 くの技 は運 動 形態 が類 似 す る基 礎 技 、

関連 技、発展技な どの群や 系にま とめる ことがで き、

それ らの系 統 に即 して 、単 純 な技 か ら複 雑 な技 へ

と段 階 的 に学習 させ る必 要 が あ る」 と し、 「易 し

い条 件 の も とでの課 題 か ら難 しい課 題 の学習 へ 段

階的 に進 ん で い く ことが有 効 で あ り、 スモ ール ス
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